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今
回
の
取
材
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
今
ま
で
に
な

い
あ
た
ら
し
い
分
野
へ
の
取
り
組
み
で
、
ま
ず
は
蚕
の

理
解
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
蚕
は
蛾
の
仲
間
で
、
翅は

ね

の
あ
る
昆
虫
な
の
に
、
飛
べ

な
い
と
い
う
。
雄
は
匂
い
で
雌
を
嗅
ぎ
分
け
る
が
、
そ

の
力
が
弱
く
、
二
㍍
以
上
離
れ
る
と
無
理
で
あ
る
。
幼

虫
の
と
き
の
能
力
も
心
も
と
な
い
。
モ
ノ
に
つ
か
ま
る

力
が
弱
く
、
少
し
ゆ
れ
て
も
木
か
ら
落
ち
る
。
歩
き
回

る
力
、
桑
の
匂
い
を
嗅
ぎ
と
る
力
も
弱
く
、
桑
を
一
㍍

以
上
離
し
て
お
く
と
、
飢
え
死
に
し
て
し
ま
う
。
な
ん

と
も
情
け
な
い
生
物
だ
が
、
こ
れ
は
、
五
千
年
前
か
ら

人
間
に
飼
わ
れ
て
改
造
さ
れ
た
結
果
だ
と
い
う
。

　
蚕
糸
産
業
は
、
種
か
ら
蚕
を
育
て
繭
に
す
る
ま
で
の

「
養
蚕
」
と
、
繭
か
ら
生
糸
の
製
品
に
ま
で
仕
上
げ
る

「
製
糸
」
と
に
大
き
く
分
か
れ
る
（
蚕
は
昆
虫
な
の
で
本

来
は
「
卵
」
と
い
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
、
見
た
目
の

形
か
ら
だ
ろ
う
か
、「
種
」
と
よ
ば
れ
る
）。「
富
岡
製
糸

場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
暫
定
世
界
遺
産
は
、
当
初
は

一
〇
の
構
成
遺
産
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
で
は
四
つ
に
絞
ら
れ
、
上
州
島
村
の
田
島
弥
平
旧

宅
・
高
山
社
跡
・
荒
船
風
穴
の
三
つ
の
「
養
蚕
」
遺
産

と
、
富
岡
製
糸
場
の
「
製
糸
」
遺
産
よ
り
な
る
。

　
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
、
横
浜
港
が
開
港
し
た
こ

と
で
、
生
糸
と
蚕
種
の
輸
出
量
は
急
増
し
た
。
こ
れ
に

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
た
蚕
の
微
粒
子
病
（
体
表

に
微
小
な
黒
褐
色
の
斑
点
を
生
じ
、
発
育
が
阻
害
さ
れ

て
、
死
に
至
る
）
が
、
幸
い
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
を
中
心
と
し
た
生
糸
・
蚕
種
業
者
は
、
圏
内
で
は

得
ら
れ
ぬ
生
糸
や
蚕
種
を
求
め
て
イ
ン
ド
や
中
国
、
日

本
に
訪
れ
た
。
無
毒
で
強
健
な
日
本
の
蚕
種
は
人
気
が

あ
り
、
値
段
も
あ
が
っ
た
。
あ
ま
り
に
急
騰
し
た
実
態

近
代
の
技
術
革
新
と
技
術
連
携

富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群

伊
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富
岡
製
糸
場
繰
糸
工
場
の
内
部

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
覆
い
を
と
る
と
、
表
紙
の
よ
う
な
自
動
繰
糸
機
が

両
側
に
整
然
と
姿
を
表
わ
す
。
屋
根
を
支
え
る
小
屋
組
は
ト
ラ
ス
構
造

で
、
柱
が
ひ
と
つ
も
な
い
大
き
な
内
部
空
間
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。

富岡製糸場の東置繭所
富岡製糸場は、フランスの技術を導入した日本初の本格的な製糸工
場である。基本設計はポール・ブリューナ、建物群の設計は横須賀
製鉄所で雇われていたバスチャンがおこなった。構造は、柱などの
軸組は木造、壁に煉瓦を詰める木骨煉瓦造。明治5年竣工。
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案
（
明
治
十
六
年
）
し
た
高
山
長
五
郎
が
設
立
し
た
養

蚕
教
育
機
関
「
高
山
社
」
発
生
の
地
で
あ
る
。
明
治

二
十
四
年
同
地
に
、「
清
温
育
」
を
体
現
さ
せ
た
主
屋
兼

蚕
室
の
施
設
が
建
て
ら
れ
、
多
く
の
実
習
生
が
学
ん
だ
。

気
温
に
関
係
な
く
蚕
を
飼
育
で
き
る
「
清
温
育
」
法
の

技
術
は
、
全
国
標
準
の
養
蚕
法
に
な
り
、
中
国
、
台
湾
、

朝
鮮
半
島
に
ま
で
広
ま
っ
た
。

　
長
野
県
の
県
境
に
近
い
荒
船
風ふ

う

穴け
つ

は
、
自
然
の
冷
気

を
利
用
し
た
日
本
最
大
規
模
の
蚕
種
貯
蔵
施
設
で
あ
る
。

風
穴
は
三
基
あ
り
、
明
治
三
十
八
〜
大
正
三
年
に
つ
く

ら
れ
た
。「
風
穴
」
は
、
岩
の
隙
間
か
ら
吹
き
出
す
冷
風

を
利
用
し
た
貯
蔵
施
設
で
、
江
戸
時
代
は
漬
物
や
食
料

品
な
ど
の
貯
蔵
に
用
い
ら
れ
た
と
の
記
録
も
あ
る
が
、

荒
船
風
穴
の
傍
に
は
縄
文
人
が
利
用
し
た
風
穴
も
発
見

さ
れ
て
い
る
。
冷
蔵
技
術
の
利
用
で
、
年
一
回
だ
っ
た

養
蚕
を
複
数
回
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

繭
ひ
い
て
は
生
糸
の
大
量
生
産
へ
の
道
を
拓
い
た
。

「
日
本
最
大
規
模
」
の
荒
船
風
穴
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、

蚕
種
貯
蔵
施
設
と
し
て
の
風
穴
技
術
が
す
で
に
長
野
県

で
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
（
原
田
喬
「
養

蚕
・
製
糸
業
を
支
え
た
風
穴
の
分
布
と
そ
の
意
義
」『
群
馬
・
産

業
遺
産
の
諸
相
』）。
当
時
長
野
県
に
は
三
〇
を
超
え
る
風

穴
が
あ
り
、
日
本
一
数
の
多
い
風
穴
県
で
あ
っ
た
（
最

盛
時
に
は
一
三
〇
カ
所
以
上
）。

　
一
部
の
造
船
所
な
ど
を
除
け
ば
、
富
岡
製
糸
場
（
明

治
五
年
）
は
わ
が
国
で
最
初
の
本
格
的
な
工
場
形
態
の

導
入
で
あ
っ
た
。
し
か
し
あ
ま
り
に
も
近
代
的
で
大
規

模
す
ぎ
た
た
め
、
一
般
の
業
者
に
は
直
接
参
考
に
な
ら

な
か
っ
た
が
、
モ
デ
ル
工
場
と
し
て
の
機
能
は
十
分
に

果
た
し
た
。
ま
た
日
本
の
製
糸
業
が
外
来
の
斬
新
な
繰

糸
法
を
習
得
・
普
及
し
て
い
く
上
で
は
大
い
に
役
立
っ

た
。
は
じ
め
て
器
械
製
糸
の
技
術
を
学
ん
だ
工
女
た
ち

も
、
国
許
の
工
場
へ
も
ど
る
と
、「
富
岡
帰
り
」
の
製
糸

教
婦
・
経
験
工
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
た
。
官
営
工
場

の
間
、
製
糸
場
の
不
採
算
性
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
政
府

は
そ
も
そ
も
本
心
で
収
支
が
償
う
こ
と
を
目
論
ん
で
い

た
の
か
は
疑
わ
し
い
と
い
わ
れ
、
む
し
ろ
伝
習
・
普
及

効
果
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
意
図
し
て
い

た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
清
川
雪
彦
『
近
代
製
糸
技
術
と
ア
ジ

ア
』）。

　
田
島
弥
平
や
高
山
社
で
開
発
さ
れ
た
養
蚕
技
術
、
風

穴
利
用
の
蚕
種
貯
蔵
技
術
、
そ
し
て
富
岡
製
糸
場
で
導

入
・
改
良
し
た
製
糸
技
術
が
相
互
に
連
携
、
国
内
各
地

に
伝
播
し
た
結
果
、
明
治
四
十
二
年
、
日
本
は
中
国
を

ぬ
い
て
世
界
一
の
生
糸
輸
出
国
に
な
り
、
絹
の
大
衆
化

に
大
い
に
貢
献
し
た
。「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産

群
」
は
、
日
本
の
近
代
化
を
表
し
、
絹
産
業
の
発
達
に

お
い
て
世
界
的
な
意
義
を
も
つ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
取
材
に
際
し
、
富
岡
市
長
・
岡
野
光
利
氏
、
富
岡
製
糸
場
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
・
今
井
幹
夫
氏
、
産
業
考
古
学
会
理
事
・
原
田

喬
氏
他
、
各
現
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
写

真
撮
影
に
は
、
特
別
な
許
可
を
取
り
ま
し
た
。

田島弥平旧宅
地元では総越屋根を「総櫓」
「天窓（てんそー）」と呼ぶ。
建物は、日当りと通風を考え
南面とし、間口25mに対し、
奥行きは9m、総二階建ての
瓦葺きである。文久3年建築。

高山家分教場の二階
前後左右、上下の床や天井まで、風が通
るように工夫されている。天井は三つ櫓
の越屋根に通じる。奥の蚕室には蚕棚と
蚕籠がある。また床には暖房用の火鉢ス
ペースもある。

・『
旧
富
岡
製
糸
場
建
造
物
群
調
査
報
告
書
』

　

富
岡
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年

・『
平
成
二
十
三
年
度　

富
岡
製
糸
場
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
書
』

　

富
岡
市
、
二
〇
一
二
年

・『
荒
船
風
穴
蚕
種
貯
蔵
所
跡
調
査
報
告
書
Ⅰ
』

　

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年

・『
写
真
・
絵
・
図
で
み
る
「
よ
く
わ
か
る
高
山
社
」』

　

高
山
社
を
考
え
る
会
、
二
〇
一
二
年

・『
境
島
村
関
係
資
料
第
六
号　

養
蚕
新
論
・
田
島
弥
平
（
明
治
農
書
全
集

　

第
九
巻
抜
粋
）』
ぐ
ん
ま
島
村
蚕
種
の
会
、
平
成
二
十
四
年

・『
第
二
回
企
画
展　

蚕
種
』
日
本
絹
の
里
、
平
成
十
一
年

・
高
崎
経
済
大
学
附
属
産
業
研
究
所
編
『
群
馬
・
産
業
遺
産
の
諸
相
』

　

日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年

参
考
文
献

を
調
査
す
る
た
め
、
在
日
イ
タ
リ
ア
公
使
や
イ
ギ
リ
ス

（
公
使
館
）
書
記
官
ら
が
養
蚕
地
帯
を
巡
視
し
た
ほ
ど

だ
。
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
粗
製
乱
造
す
る
業
者
が
現
れ

る
の
は
世
の
常
で
あ
る
。
中
に
は
蚕
種
が
菜
種
に
似
て

い
る
の
で
、
紙
に
菜
種
を
張
り
付
け
た
ま
が
い
も
の
ま

で
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
信
用
を
失
い
、
日
本
の
生

糸
や
蚕
種
の
輸
出
が
衰
退
す
る
一
因
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
上
州
島
村
の
田
島
弥
平
ら
は
、
品

種
の
保
持
、
規
格
統
一
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
名
誉

挽
回
を
図
る
た
め
、
イ
タ
リ
ア
へ
直
売
に
出
か
け
た
。

明
治
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
直
売
は
成
功
を
収
め
、

引
き
続
き
十
五
年
ま
で
四
回
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
フ
ラ

ン
ス
で
パ
ス
ツ
ー
ル
が
微
粒
子
病
の
原
因
を
つ
き
と
め
、

防
除
法
が
普
及
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
蚕
種
業
は
回
復
し

た
。

　
田
島
弥
平
旧
宅
の
位
置
す
る
上
州
島
村
（
現
伊
勢
崎

市
）
は
、
埼
玉
県
本
庄
市
に
隣
接
し
、
現
在
は
島
村
地

区
の
真
ん
中
を
利
根
川
が
流
れ
、
北
部
（
左
岸
側
）
と

南
部
（
右
岸
側
）
と
に
分
か
れ
て
い
る
。「
島
村
」
の
地

名
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
利
根
川
の
中
州
に

あ
っ
た
村
だ
。

　
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
建
築
の
田
島
弥
平
旧
宅
は
、

弥
平
が
確
立
し
た
通
風
を
重
視
し
た
蚕
の
飼
育
法
「
清

涼
育
」
の
考
え
に
基
づ
く
主
屋
兼
蚕
室
の
施
設
で
、
近

代
養
蚕
農
家
の
原
型
と
い
わ
れ
る
。
換
気
用
の
越
屋
根

が
棟
一
杯
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
藤
岡
市
の
山
間
に
位
置
す
る
高
山
社
跡
は
、
通
風
と

温
度
管
理
を
調
整
す
る
蚕
の
飼
育
法
「
清
温
育
」
を
考

高山家分教場（明治24年）
高山社跡に建ち、1階が主屋、2階が蚕室。風通しをよくするため、2階の白い部分はすべて開
け放たれるようになっている。三つ櫓の越屋根。

荒
船
風
穴（
手
前
か
ら
上
へ
三
号
・二
号
・一
号
）

蚕
種
貯
蔵
施
設
跡
で
、
こ
の
上
に
建
物
が
の
っ
て
い
た
。
崩
れ
た

岩
の
間
を
通
っ
て
き
た
冷
気
は
上
か
ら
、
ま
た
側
面
か
ら
も
で
て

く
る
の
で
、
冷
気
は
仕
切
り
壁
は
通
れ
る
が
、
木
立
側
の
壁
は
密

閉
さ
れ
た
。
高
山
社
卒
業
の
庭
屋
千
尋
の
提
案
、
社
員
の
庭
屋
静

太
郎
が
建
設
。
冷
気
は
今
で
も
出
て
い
る
。


